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cytogeneticandgeneticstudiesinmacaques.
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Evol.Asl.Prim.(Åug.1996,Inuyama).

Abstractsp.28.

4)Kawam oto,Y.(1996)MitochondridDNA
varlatlonswithin and between local

populatlonsofJapanesemacaques.XVIth
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Intl.Symp.Evol.Asl.Prim.(Åug.1996,

Inuyama).Abstractsp.18.

6)Takenaka,0.,Kawamoto.Y.,Setyadii,

funaH.,BambangSuryobroto&Harihara,S.

(1996)TheSulaweslmacaques-molecular

approach-.Intl.Symp.Evol.As 1.Prim.(Åug.

1996,Inuyama).Abstractsp.51.

7)Takenaka,0.,Setyadjl,RlnaH.,

Bambang Suryobroto, Watanabe,T.

Watanabe,K.Kawamoto,Y.,Hamada,Y.and

Gotoh,S.(1996)Originandevolutionofthe

Sulawesl macaques: Sequence of

MltochondrlalDNA.XVIthCongr.Intl.

Prlmatol.Soc.(Åug.1996,Madlson,USA).

Abstractno.486.

8)Shlmada,M.& Shotake,T.(1996)
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betweenlocalpopulatlonslnEthlopla.XVIth

Congr.Intl.Prlmatol.Soc.(Åug.､1966,
Madlson,USA).Abstractno.790.

-和文-

1)庄武孝義 (1996)エチオピア､セミエン山岳

地符のゲラダヒヒの迫伝的変異性と繁殖集団の大

きさ.第12回日本霊長類学会(1996年6月､吹田).

霊長類研究 12(3):259. L

2)川本 芳､竹中 修､渡辺邦夫､浜田 税､

後 藤 俊 二 ､ 渡 辺 毅 ､ Bambang

Suryobroto(1996)M.tonkeanaとM.heckLの雑

種地域に関する集団遺伝学的研究.第12回日本霊

長類学会(1996年6月､吹田).霊長類研究

12(3):257.

3)川本 芳(1996)集団遺伝学的特性.東北ニ

ホンザルフォーラム ｢野生ニホンザルとの共存を

考える｣､ニホンザルの現況研究会､｢東北地方の

ニホンザルの現況､生態､保護管理｣(1996年11

月､盛岡).プログラム ･発表要旨集､p.3.

4)平井啓久､川本 芳 (1996)染色体顕微切断

法によるニホンザルYの彩色プローブの作製.節

12回日本霊長類学会大会 (1996年6月､吹田).盟

長類研究 12:261.

5)嶋田 誠､庄武孝義 (1996)グリベット･モ

ンキー(CeTCOPLthecusaethLopsqethlops)におけ
る集団遺伝学的研究.第12回日本霊長較学会

(1996年6月､吹田).霊長類研究､12(3):258.

6)嶋田 誠､庄武孝義 (1996)エチオピア中央

部のグリベット･モンキー(Cer･copLthecus

aethLopsaethLops)地域集団における集団迫伝学

的研究.日本ナイル ･エチオピア学会第5回学術

大会 (1996年4月､八王子､東京).プログラム&

要旨集､pp.18-19.

系統発生分野

茂原信生 ･相見満 ･高井正成 ･内田苑子l)

研究概要

A)ニホンザルの時代的な形態変化

茂原信生 ･川本芳之)

古代遺跡から発掘されるニホンザルの骨格にも

とづいて､ニホンザルの形態の時代的変化の研究

や現生の同地方のニホンザルとの比較研究をおこ

ない､ニホンザルの成り立ちを追求している｡現

在は､東北地方で発見された更新世ニホンザルを

中心に研究している｡
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B)怒長籾の岨畷音詩官の変化に関する研究

茂原信生

怒長柄の岨噴きeiq官の研究の一環として､口腔容

流と岨噴神官との関連性に関する研究をおこなっ

ている｡とくにその容色を規制するものの解明､

ならびに著しい追いを示す霊長類の口腔形態の機

能に関して研究をおこなっている｡

C)来アジアの其猿類の起甑と成立に関する研究

'茂原信生 ･高井正成 ･国松豊3)

中国 ･タイ ･ミャンマーなどに産出する其猿類

の化石を検討し､其猿類の起源とそのアジアにお

■ける進化に関しての研究をおこなっている｡

1996年度は中国雲南省の禄豊博物館において､

同地出土のホミノイ ド化石の観窮 ･計測をおこな

い､今後の調査のための予備調査をおこなった｡

D)インドネシアにおける第四紀霊長類の研究

相見満

インドネシアの現生及び化石霊長類の系統 ･進

化 ･分掛 こついて､詳細な研究をおこなった｡

E)南アメリカにおける第三紀の化石霊長類の研

究

茂原信生 ･高井正成

(1)ボリビア国のサジヤ地域lこおいて後期漸新

世 (約2500万年前)の地層の発掘調査をおこな

い､最古の広鼻猿類化石BranlseLIaの新標本を発

見した｡この標本の系統的記載をおこないながら､

広鼻放類の起源に関する問題について研究をおこ

なっている｡

(2)コロンビア国のラベンタ地域において中期

中新世 (約1500万年前)の地層の発掘調査をお

こない､現生の広鼻猿類に近縁なさまざまな化石

霊長叛の標本を発見した｡これらの化石種と現生

穂との関連性をもとに､現在の広鼻猿類の形態的

な多様性について系統分類学的研究をおこなって

いる｡

F)化石及び現生ヒト上科各種の形態変異に関す

る研宛

内田苑子

(1)中新世ヒト上科化石の形悠変異に関する研

究として､ケニア国立博物館で､Ruslnga島

KaswangaPdmateSlte出土の加 consuJ資料か

ら歯 と顎形態のデータ収集 をお こなった｡

Kaswanga資料内の形態変異を､他のRusinga島
ProconsuL資料および現生大型類人猿の変異パタ

ーンと比較し､Proconsdの種分類と系統関係の

研究を続けている｡

(2)現生大型類人猿の頭蓋および歯形態の種内

変異パターンの分析とともに､形態変異の要因と

その進化過程を検討するため､遺伝的および生態

的変異パターンとの比較を試みている'.

G)末アジア地域における歯科人類学的調査

茂原信生 ･高井正成

中央アジア地域の新石詐時代人から現代人を対

象にした人類学的調査を継続中である｡タイ国サ

イヨック地域で新石音即即七の洞穴追跡の発掘をお

こない､日本人の祖先に陶するデータの集積をは

かっている｡また､歯科人柄学的調査としてパキ

スタンやモンゴルの現代人を対象に歯科疾患と歯

列の印象採得をおこない､モンゴロイ ド系諸民族

の歯科形態の比較検討と民族の成立に関する研究

をおこなっている｡

H)古代日本人および日本犬の研究

茂原信生

日本の古代人の研究､ならびに人と密接な関係

を持つ古代犬の形質の解析によって､E]本人の由

来とその移動壷追求している｡人冊の研究は海岸

部の縄文人と山間部の縄文時代人の追いに君目し

て研究を進めている｡古代犬に関しては､国内お

よび中国の研究者と古代中国犬に関する共同研究

を進めている｡

I)科学の発達と生命税の変辺に関する学際的研

究

内田亮子

生命､人間､自然そして進化概念の歴史的推移

と文化的差異を検討する国際日本文化研究センタ

ー総合大学院大学共同研究 ｢生命科学と生命観 :

20世紀における発展と変遷｣に参加している｡

1)1997年2月15日付けで千葉大学文学部に転任

2)集団退伝分野 3)形態進化分野
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3)岡田成賛 ･諏訪文彦 ･茂原信生 ･毛利俊雄
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6月､大阪).霊長類研究 12(3):270.

6)高井正成 (1997)形態から見た霊長類の進

化.弟102回解剖学会分科会 ｢第9回形態科学研
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社会生態研究部門

生僚機捕分野

杉山率九 ･森 明雄 ･山摘詩一 ･松村秀一

研究概要

A) 西および中央アフリカに生息する大型類人

猿の行動 ･生態学

杉山幸丸 ･山棲寿一 ･KanyunylA.Basabosen

MIchaelA.Huffman2)･山越 首 L)

竹元博幸l)･松原 幹l)

全頭個体識別のもとに長期追跡してきたギニア

国ポッソウの野生チンパンジーについては､野外

実験も含めた道具使用行肋の詳細な観窮とVTR

記録の分析 ･整理を進め､その発達と伝播の分析

をおこなった｡道央使用行動は､主要な風災が不

足する季節によく採食される3穂の ｢かなめの食

物｣のうち2相に用いられており､チンパンジー

の生存が道具に大きく依存していることが示唆さ

れた｡

以前より調査を継続しているザイール国力フ

ジ･ピエガ国立公園では､ゴリラとチンパンジー

の年間にわたる食性､利用域の変化を分析し､平

行して継続祝祭している植物のフェノロジーに関

する資料と比較して､両種類人猿が互いに異なる

採食戦略を用いて採食競合を抑えていることを明

らかにした｡また､ウガンダ国のプウィンディ国

立公園､プドンゴ保横区､タンザニアのマハレ国

立公園やゴンベ国立公園で両種類人猿の生態調査

をおこない､類人猿が用いていると考えられる薬

草の薬理効果や摂取様式を比較している｡

B)ヒヒ類の研究

森 明雄

ヒヒ類の重層社会を行動学的に分析することを

目標にして､エチオピア南部アルシ州のゲラダヒ

ヒのポピュレーションの調査を行っている｡昨年

皮から引き続き8ケ月の継続調査を行いユニット

偶成の季節変化を調べた｡乾期の厳しくなる時期

とそれに引き継ぐ小雨期の開始で､グループの遊

動域が大きくなるとともに､その構成はかなり敢

しく変化することがわかった｡これは､これまで

セミエン国立公園でえられていた､安定したユニ

ット構成とはかなり異なる｡また､各ユニットの

ホームレンジ利用とユニット問の交渉に関わるデ


